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内科領域 におけるMT-141の 臨床 的検討

小花光夫 ・小林芳夫 ・藤森 一平

川崎市立川崎病院内科

新 しく開発 された セフ ァマイ シン系抗 生剤であ るMT-141に 関 して,そ の臨床的 効果 を 検討 し

た。対象は9例 で,男 性3例,女 性6例,年 齢は44歳 か ら76歳 までで,平 均年齢 は63.7歳 で

あ った。感染症 の内訳 は気管支肺 炎2例,急 性気管支炎1例,慢 性尿路感染症6例 であ った。 本剤

1回1gを 生食20mlに 溶解 して1日2回 静注 した。 投 与期 間は5～14日 間,平 均8.3日 間 で

あ った。

臨床効果 としては気管支肺炎2例 中2例 有効,急 性気管支炎1例 中1例 有効,慢 性尿路感染症6

例中2例 有効,2例 やや有効,2例 無効 であ り,計9例 中5例 が有効以上で有効率55.6%で あっ

た。起炎菌を同定 しえた7例 では菌消失4例,菌 交代2例,菌 不 変1例 であ った。

本剤に よると思われた副作用 ならびに臨床検査値 の異常 は認 め られなか った。

これ らの結果か ら本剤は安全性 の高 い抗生剤 で,臨 床的効果 を期 待 し得る薬剤 であ ると考え られ

た。

MT-141は 近 年,明 治 製菓 中央 研究所 において新たに

開発 されたセ ファマイシ ン系 の抗生物質 であ り,そ の化

学構造式はFig.1に 示 したとお り で あ る。 本剤 のin

vitroに おける抗菌 スペ ク トラムをみ ると,グ ラム陽性

菌,グ ラム陰性菌(P.aeruginosaを 除 く)お よび嫌 気

性菌を含む各種の菌株に有効 であ り,特 に他 のセファロ

スポ リンに比較 して,B.fragilis,C.jejuniに 優 れ た

抗菌力を有 してい る。 ま た,本 剤はE.coli,K.pneu-

moniae,S.marcescensな どに対 して 短時間接触にて

強い殺菌作用を有 している ことが知 られてい る。 われわ

れはこのよ うな基 礎的評 価をふ まえ,内 科領域の感染症

において本剤の臨床的検討 を行 なったので,そ の成績を

報告する。

I.対 象並び に方法

投与対象は昭和57年8月 か ら昭和58年1月 までの間

に,川 崎市立川崎病院内科を受診 した外来患者お よび同

期間の入院患者 で,男 性3例,女 性6例 の計9例,年 齢

は44歳 か ら76歳 にわ た り,平 均年齢は63.7歳 であ

った。

感染症 の 内訳は,気 管支肺炎2例,急 性 気管支炎1

例,慢 性尿路感染症6例 である。

投与量 お よび投与方法 につ いては1回19を 生 食20

mlに 溶解 して1日2回 静 注 した。 投与期間 は5日 ～14

Fig. 1 Chemical structure of MT-141

日間,平 均8.3日 間,投 与総量 は10gか ら28gで あ

った。

効果判定は細菌学的には菌 の消失 をもって有効 とし,

臨床的には呼吸器感染症 の場合 には発熱,喀 痰性 状,喀

痰量な どの臨床症状 および血沈,CRP,白 血球増多 な ど

の検査所見の改善か ら,ま た尿路感染症 の場合 には尿沈

渣所見,血 沈,CRP,白 血 球増多な どの改善か ら判定 し

た。

II.成 績

症 例の一 覧表をTable1に 示 した。

症例1お よび2は 気 管支 肺炎例で喀痰培養 では常在菌

のみ検 出され,起 炎菌 を明 らかにす ることはで きなか っ

たが,臨 床的 には有効 であった。症 例3は 急性気管支炎

例 で基礎疾患 と して脳 出血 を有 していた。 喀痰培養 にて

P.aeruginosaが 検出 され,細 菌学 的に も臨床的に も有

効 であった。

これ ら呼吸器感染症3例 では全 例で有 効であ り,有 効

率は100%で あ った。

症例4か ら症例9ま では慢性尿路感染症 で全例で脳血

管障害を始め とす る基礎疾患を有 していた。 尿培 養にて

はS.marcescensが3例,P.aeruginosaが2例,

Enterococcusが1例 で105/ml以 上検出 された。 症 例

4はP.aeruginosaが 菌不変 で あ り,ま た 症例7は

S.marcescensがE.cloacaeに 菌交代 を認 め,臨 床 的

にも無効 であった。 症 例8はS.marcescensが 消失 し

た ものの,膿 尿が軽度 改善 したのみで,臨 床的 にはや や

有効 と考 え られ た。 症例9はP.aeruginosaがEnte-

rococcusに 菌交代 を認め,膿 尿 は改善 した ものの微熱が
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Fig. 2 Case 2, N. N., 59y.o., female, Broncho-

pneumonia

消 失せぬため臨床的 にはやや有効 と考え られた。症 例5

お よび6は 細菌学的 にも臨床的に も有効であ った。

尿路感染症6例 の臨床的評価では有効2例,や や有効

2例,無 効2例 で有効 率は33.3%で あ った。

呼吸器感染症 と尿路感染症,計9例 の臨床的評価 では

有効例5例,有 効 率は55.6%と い う結果であ った。

代表的な症 例を2例 示す。

症例2 N.N.,59歳,女(気 管支肺炎)。

昭和57年11月 初旬 よ り咳嗽,膿 性痰が 出現,そ の

後,発 熱 も加わ り11月19日 の胸 部 レ線上 で左下肺野に

索状陰影 を認めた。喀痰培養では常在菌 のみ検 出され,

起 炎菌 は不明 であったが,MT-141 1回1g,1日2回

静注 で2日 目に解熱 し,咳 嗽,膿 性痰 も7日 目には消失

した(Fig.2)。

症例6 Y.S.,61歳,女(慢 性尿路感染症)。

脳 出血後遺症で入院中であ り,こ れ までも頻回 に尿路

感染症を併発 していた。 昭和57年9月3日 膿尿に伴い

発熱を認めた。 尿培 養ではS.marcescensが105/ml以

上検出 され,MT-1411回1g,1日2回 静注を開始 し

た ところ,膿 尿は改善 し,菌 の消失 をみた(Fig.3)。

III.副 作 用

本剤 の投与中 に本剤 による副作用 と考え られる症状を

呈 した症例は なか った。

Fig. 3 Case 6, Y. S., 61y.o., female, Chronic
urinary tract infection (Cerebral haemo-
rrhage)

また,投 与前後に施行 した末梢血,肝 機能 腎機能検

査 などの臨床検査値はTable2に 示 した とお りで あ る

が,い ずれ の症例において も本剤投与にて明らかな検査

値 の異常を認めなか った。

IV.考 案

今 回,わ れ わ れ は内科領域の感染症 に対するMT-

141の 臨床的検討を行な ったが,そ の成績 は呼吸器感染

症 の場合,症 例は少ない ものの全例で臨床的に有効であ

り,し か もそ の中 の1例 ではin vitroで は抗菌力を有

さないと思われたP.aeruginosaの 菌消 失を認めた。

また,慢 性尿路感染症 では有効率が33.3%と 一見低

くみ えるが,6例 中5例 がP.aeruginosaお よびS.

marcescensと い うOpportunistic pathogenが 起炎菌

であった ことを加味すれば決 してそれほ ど低 くないと思

われ る。

しか も,症 例数は少ない ものの,1例 も副作用も検査

値 の異常 も認め なか った ことは注 目に値する。

以上 のよ うに,MT-141は 今後,更 なる臨床的検討に

値す る安全性 の高 い抗生剤 であると考え られた。
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CLINICAL STUDY ON MT-141 IN THE FIELD OF INTERNAL MEDICINE
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A new antibiotics, MT-141, was administered for 5•`14 days at daily doses of 2.0g to 9 patients,

including 2 cases of bronchopneumonia, 1 case of acute bronchitis and 6 cases of chronic urinary tract

infection.

The results obtained were effective in 5 cases. The total efficacy rate was 55.6%.

Neither side effects nor abnormal laboratory findings were observed in any of these patients.


